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第１回 脳血管医療センター名称部会議事録 

日  時 平成 26年４月 10日(木) 17時 00分～18時 30分 

開催場所 崎陽軒本店 ６階 ３号室 

出 席 者 〔委 員〕      藤井清孝部会長、篠原弘子委員、林貞三委員、古谷正博委

員、吉井宏委員 

〔病院経営局〕    髙橋俊毅病院事業管理者、城博俊病院経営局長、新井勉計

画推進担当部長、他 

〔脳血管医療センター〕山本勇夫脳血管医療センター病院長、加藤利彦脳血管医療

センター管理部長、他 

開催形態 公開（傍聴者４人） 

議  事 （１）脳血管医療センターの病院名称について 

（２）その他  

決定事項 なし 

議  事 開 会 
 
○原田課長        定刻になりましたので、これより第１回横浜市立脳血

管医療センター名称部会を開催させていただきたいと

思います。 
             お忙しいところお集まりいただきまして、ありがとう

ございます。本日進行を務めます、病院経営局計画推進

担当課長の原田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 
             本部会でございますが、去る２月 19 日に開催いたし

ました、第４回横浜市立病院経営評価委員会におきまし

て、同委員会運営要綱第５条に基づいて設置され、部会

長に藤井委員が就任されることが承認されてございま

す。その上で経営評価委員会から３名の方、その他の委

員として２名の方にお願いしておりまして、計５名から

成る部会となってございます。新たにお願いさせていた

だきました２名の方につきましては、今回委嘱状をお席

に準備させていただきましたので、ご了承いただきたい

と思います。 
             また、本部会でございますが、横浜市の保有する情報

の公開に関する条例第 31 条に基づきまして、公開とい

うことにさせていただいてございます。 
             なお、傍聴の方についてでございますが、指定の場所

で静粛に傍聴していただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 
             また、横浜市では会議録につきましては、原則として

公開することになっております。議事につきましても、

原則として個々の発言者名及び発言内容を記載するこ

とにされてございます。会議録につきましては、事務局

で調整したものを各委員にご確認いただいた上で確定

いたしまして、１カ月以内に公開する運びになっており

ますので、ご協力をお願いいたします。 
             それでは、会議に先立ちまして、横浜市病院事業管理

者の髙橋よりごあいさつを申し上げます。 
○髙橋病院事業管理者   病院事業管理者の髙橋でございます。このたびは名称

部会委員にご就任いただきまして、まことにありがとう
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ございます。 
             なお、脳血管医療センターは平成 11 年に脳卒中専門

病院として、救急から回復期まで一貫した医療とリハビ

リテーションで寝たきりを予防するという目的のもと

で開設されました。その後の運営状況から設立されまし

た経営委員会の答申を受けまして、病床の有効利用とし

て医療機能を拡充し、現在では脳卒中、神経疾患、脊椎

脊髄疾患とリハビリテーションの専門病院として市民

に高度で専門的な医療を提供しております。名称につき

ましては、同じく平成 22 年の経営委員会の答申で、医

療機能の見直しに合わせて病院名称も変更し、対外的に

生まれ変わったというメッセージを出す工夫も必要と

され、平成 24 年度からの第２次中期経営プランの経営

方針として病院名称を変更するとしております。 
             こうしたセンターの特徴や背景をご理解いただきま

して、市民や医療機関の皆様に選ばれ、安心し、納得し

てご利用いただき、センターで働く職員が誇りと愛着を

持てるような名称にしていただきたいと考えておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 
○原田課長        続きまして、本日初回の会議でございますので、まず

委員の皆様のご紹介をさせていただきたいと思います。

お手元の資料の中に委員名簿及び席次表をお配りして

おりますので、ご参照いただければと思います。名簿は

50 音順とさせていただいてございます。 
             まず、公益社団法人神奈川県看護協会会長の篠原弘子

委員でございます。 
○篠原委員        篠原でございます。よろしくお願いいたします。 
○原田課長        横浜市磯子区連合町内会長会監事の林貞三委員でご

ざいます。 
○林委員         林でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 
○原田課長        学校法人北里研究所理事長の藤井清孝委員でござい

ます。 
○藤井委員        藤井でございます。よろしくお願いします。 
○原田課長        一般社団法人横浜市医師会会長の古谷正博委員でご

ざいます。 
○古谷委員        古谷でございます。よろしくお願いいたします。 
○原田課長        公益社団法人横浜市病院協会会長の吉井宏委員でご

ざいます。 
○吉井委員        吉井です。よろしくお願いします。 
○原田課長        委員の皆様は以上でございます。 
             続きまして、病院経営局、私どもの幹部職員をご紹介

させていただきたいと思います。 
             先ほどごあいさつ申し上げました、髙橋俊毅病院事業

管理者でございます。 
○髙橋病院事業管理者   髙橋です。よろしくお願いします。 
○原田課長        城博俊病院経営局長でございます。 
○城局長         城でございます。よろしくお願いいたします。 
○原田課長        新井勉病院経営局計画推進担当部長でございます。 
○新井部長        新井でございます。よろしくお願いいたします。 
○原田課長        次に、脳血管医療センターでございますが、山本勇夫
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病院長でございます。 
○山本センター病院長   山本です。よろしくお願いいたします。 
○原田課長        加藤利彦管理部長でございます。 
○加藤センター管理部長  加藤です。よろしくお願いします。 
○原田課長        以上でございます。よろしくお願いいたします。 
             なお、大変恐縮でございますが、髙橋事業管理者、城

局長、山本病院長につきましては、ここで退席させてい

ただきたいと存じます。よろしくお願い申し上げます。 
             続きまして、私から、まず本日配付させていただいて

おります参考資料等について確認させていただきたい

と思います。 
             まず、右肩に参考資料１と入れてございますが、「横

浜市立病院経営評価委員会運営要綱」でございます。参

考資料２といたしまして、「横浜市の保有する情報の公

開に関する条例」を添付してございます。参考資料３で

ございますが、「横浜市附属機関の会議の公開に関する

要綱」を添付してございます。最後に、参考資料４とい

たしまして、脳血管医療センターの病院名称につきまし

て、私ども事業管理者から経営評価委員会委員長あての

諮問書の写しを添付してございます。 
             参考資料としては以上でございます。その他の資料に

つきましては、この後会議の中で使用させていただきた

いと思います。 
             それでは部会長、よろしくお願いいたします。 
 
議 事 
（１）脳血管医療センターの病院名称について 
 
○藤井部会長       部会長を仰せつかりました、藤井でございます。どう

ぞよろしくお願いします。 
             早速、議事に入りたいと思います。本日の議事は「脳

血管医療センターの病院名称について」です。まず、事

務局より資料の説明をお願いします。 
○谷口センター総務課長  脳血管医療センター総務課長の谷口でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。早速、資料の説明をさ

せていただきます。 
             先ほどの参考資料の後ろについてございます、資料１

－１というところをご覧いただければと思います。「名

称部会 資料１－１」と右肩に書いてあるものでござい

ます。地図のついているものです。 
             １の「施設概要」でございますが、先生方は既に当セ

ンターのことはご存じかと思います。平成 11 年に開院

いたしまして、今年でちょうど 15 周年を迎えるという

ことでございます。300 床の病院で、救急・集中治療か

ら回復期リハビリテーションまで担う病院でございま

す。右側の地図に市立病院と市立大学病院を示してござ

いますが、この中で唯一の専門病院でございまして、位

置的には横浜市南部の二次医療圏に属して、市立大学附

属市民総合医療センターから約２キロ弱ほどの距離に

ございます。 
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             ２の「主な運営実績」ですが、救急車の受け入れ件数

は年間 1000 件ほど、手術件数は平成 25 年度で年間 459
件まで増加いたしましたが、そのうち 250 件は脊椎脊髄

外科でございます。入院患者数は７万 7797 人、１日平

均いたしますと 213.1 人ということで、病床利用率とし

ては 71％でございました。診療科別の割合で申します

と、脊椎脊髄外科が１万 3863 人で 18％、神経内科が１

万 6917 人で 22％、リハビリテーション科が２万 9381
人で 38％となっております。外来のほうは４万 2264
人、１日当たり 173 人で、科別の割合で申しますと、脊

椎脊髄外科 20％、神経内科 34％、脳神経外科 10％、リ

ハビリテーション科 12％となります。稼働額・診療単

価は下のグラフのとおりでございまして、左の入院のほ

うで申しますと、平成 23 年度は 30 億円ほどの収益が

ございまして、平成 25 年度は 36 億円まで約 20％増加

している状況でございます。 
             １枚おめくりいただきまして、「名称部会 資料１－

２」という、Ａ４判横のグラフをご覧ください。こちら

のグラフは参考までに開院時からの主な経営指標の推

移を示してございまして、上のグラフは病床利用率の棒

グラフに、その要素となる新入院患者数と在院日数を重

ねたものでございます。なお、平均在院日数については、

回復期リハビリテーション病棟の患者も含めた、病院全

体の在院日数でございます。平成 18 年度までは在院日

数がおおむね 50～60 日で推移しておりまして、新入院

患者数の増減に対応して病床利用率も増減しています。

平成 19 年度以降、新入院患者数は増加傾向になってお

りますが、平均在院日数の短縮が進みまして、病床利用

率は 70％前後で推移しているということでございま

す。 
             下のグラフのほうは開院以来の経常損益の状況です

が、上の線が市からの経営支援でございます繰入金額、

下の線が繰入金を加えた上での経常収支額となってお

ります。平成 13 年度から平成 15 年度まで 18 億円前後

の繰り入れを受けながら、25 億円前後の経常損失にな

っていました。平成 17 年度に地方公営企業に移行する

際に繰入金を増額いたしましたが、12 億円ほどの損失

となっておりまして、以降、繰入金を少しずつ削減しな

がら 10 億円前後の経常赤字が続いている状況でござい

ます。 
             お戻りいたしまして、資料１－１の裏面でございます

が、３の「医療機能拡大に向けたこれまでの取組」でご

ざいます。平成 22 年８月に横浜市立病院経営委員会か

ら答申をいただきました。答申の抜粋を囲みにお示しし

てございますが、名称に関しては、先ほど事業管理者の

ごあいさつにもありましたとおり、場合によっては、医

療機能の見直しに合わせて病院名称も変更し、対外的に

も脳血管医療センターは生まれ変わったというメッセ

ージを出すというような工夫も必要とされました。この

答申を受けて、平成 24 年３月に策定いたしました第２
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次中期経営プランにおきまして、医療機能の充実に合わ

せて、病院名称についても見直しするとさせていただい

ております。この第２次中期経営プラン期間中における

医療機能の充実につきましては、その下にお示ししたと

おりでございまして、脳卒中医療の充実に加えまして、

神経疾患、脊椎脊髄疾患への医療機能の拡充に向け、Ｓ

ＣＵの独立や３テスラＭＲＩの導入、手術室の増設など

の施設整備や医師等診療体制、この両面で充実を図って

まいりました。 
             おめくりいただきまして、「名称部会 資料２－１」

でございますが、名称についての考え方をお示ししたも

のでございます。まず、改めまして当院の特徴を整理い

たしますと、脳卒中、神経疾患、脊椎脊髄疾患、リハビ

リテーションの専門病院でございまして、②以下にあり

ますとおり、本市の脳卒中医療の中心的役割を担う病院

であること、急性期から回復期まで一貫した医療を行っ

ておりまして、神経難病の治療やリハビリテーションも

行っている、脊椎脊髄領域でも側弯症や脊髄損傷など本

市の中心的施設を目指しているなどでございます。 
             ここで１枚おめくりいただきまして、Ａ３判の資料２

－２のほうを先にご覧いただければと思います。類似施

設の名称事例でございますが、病院名称の下にセンター

名称を点線で区切って表示してございますが、これは院

内標榜でございまして、インターネットなどで各病院が

広報している名称でございます。 
             上の（１）の脳卒中を急性期からリハビリテーション

まで行っている病院でございますが、病院名称に脳血

管、脳卒中を入れているところが多くなっています。大

田記念病院のように、前段に「脳神経センター」を加え

て病院名とする工夫をされている事例もございます。 
             中ほど、（２）が主に神経疾患を扱っている病院でご

ざいまして、都立神経病院や国立精神・神経医療研究セ

ンターがございます。国立宇多野病院のように、病院名

とは別に「関西脳神経筋センター」とうたっているとこ

ろもございます。 
             （３）の脊椎脊髄を主としている病院では、脊椎脊髄

単独の病院が少ないこともございまして、病院名とは別

に「○○脊椎脊髄センター」を称しているところが多く

て、このような病院では病院名称は地名や人名を入れて

いるところが多くなっております。 
             資料２－１にお戻りいただきまして、このような状況

の中で「新名称に求められるもの」といたしましては、

現在の当院にふさわしいものであって、ご利用される方

がわかりやすく、医療スタッフも魅力を感じられるもの

にしていただきたいと考えております。 
             資料２－３をご覧ください。名称案の候補です。先ほ

ど他病院の例もご覧いただきましたが、大きく分けて、

地名や人名を入れているもの、病院の機能を入れている

ものがございました。それ以外にも病院のイメージを名

称に加えている例もございます。それぞれについてメリ
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ットやデメリット、現時点で我々が思いつく候補、それ

から近隣の事例等々をまとめてございます。説明は省略

いたしますが、先ほどの「脳神経センター大田記念病院」

や「弘前脳卒中・リハビリテーションセンター」、ある

いはこの中にお示しした病院例のように、幾つかの機能

とか地名とかを組み合わせている例も多くございます。 
             資料３でございますが、「今後のスケジュール（案）」

でございます。次回４月下旬ごろを予定しております

が、アンケートの内容や有識者意見聴取について確定し

ていただければ、意見聴取、アンケートを実施いたしま

して、その結果も参考にしながら、第３回のこの部会で

名称案を選定していただければと考えております。 
             資料４－１になりますが、「市民・利用者からの意見

聴取」についてでございます。 
             まず、１のアンケートですが、（１）ヨコハマｅアン

ケート、（２）院内での利用者のアンケート、（３）当院

のサイトでのアンケートという３つの案をお示しして

ございます。（１）のｅアンケートでございますが、あ

らかじめ登録されている市民の方約 1900 人に電子メー

ルでお送りするものでございまして、１枚おめくりいた

だいて資料４－２に昨年度の実施結果をお示ししてご

ざいます。回答率は３割～５割程度です。資料４－１に

戻っていただきますが、ヨコハマｅアンケートは、回答

方法で単一選択式と複数選択式という形で回答を求め

ることができるようになってございます。市民の方にご

自由に病院名称を記載していただくこともできるとい

うものでございます。 
             下の２にアンケートの質問項目の案をお示ししてご

ざいます。これまでご覧いただきましたように、病院名

称は地名・人名や医療機能、イメージ、いろいろな要素

を組み合わせている例が多いことから、それぞれの項目

ごとに選択肢をお示しして、その中で複数選択でご回答

いただくことではどうかという案でございます。最後の

⑦のところに、具体的な名称案・ご意見があればご記入

いただけるように、自由記載欄を設けているというのが

案でございます。これはあくまでも本日の議論が円滑に

行われますよう、アンケートのイメージとしてお示しし

たものでございますので、ここの記載にとらわれずに、

ぜひ先生方のご意見をいただきたいと思っております。 
             裏面の３、有識者への意見聴取案でございますが、こ

こでは（３）の「内容」のところに記載してあることを

有識者の方にお尋ねしてはどうかと考えております。先

ほど現在の当院にふさわしい名称をと申しましたが、名

称を考えるに当たりまして、これまでの取り組みに対す

る評価や今後の方向性についてご意見をいただき、そう

いったご意見も踏まえた上で検討したほうがよろしい

のではないかという考え方でございます。また、仮にこ

の有識者への意見聴取を行うということであれば、どの

ような分野の専門家にお尋ねすればよいかと、こういっ

たあたりをぜひご議論いただければと思っております。 
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             説明は以上でございます。 
○藤井部会長       ありがとうございました。資料がたくさんで整理が難

しいかもしれませんが、資料の説明が終わりましたの

で、これから議事を進めたいと思います。 
             まず、資料１について、横浜市立脳血管医療センター

の概要といったものについて、各委員の先生方、ご質

問・ご意見はございますか。平成 11 年に開設して 300
床、診療科はご覧のような脳血管障害やリハビリテーシ

ョン、こういったところが中心です。現在では脊椎脊髄

疾患も取り扱っているという。今、臨床研究部門という

ものはありますか。 
○加藤センター管理部長  昨年度まではきちんとした部門はなくて、院内の中で

臨床研究部という標榜はしていたのですが、ことしの４

月１日から臨床研究部を正式に発足させて、国とか薬品

会社も含めて、いろいろな形でのお金を導入することも

できるようにしましたし、予算上でもきちんと臨床研究

部の予算を明確にして発足したというのが今の状況で

ございます。 
○藤井部会長       委員の先生方、ご意見・ご質問はございますか。内容

のことでも、あるいは経営のことでもよろしいかと思い

ます。概要についてはよろしゅうございますか。 
             それでは、本日の主題であります名称について、議事

を進めてまいりたいと思います。資料２－１に脳血管医

療センター名称の考え方、資料２－２が類似施設、資料

２－３に名称案候補として１つの考え方が示されてい

るかと思います。それから、資料３に今後のスケジュー

ルの案が提示してあります。これらについて少し各委員

の皆様のご意見をお伺いしたいと思いますが、どのよう

にいたしましょうか。順番で少しずつ、また何回でも回

って結構ですので。どうぞ。 
○吉井委員        済みません。のどを痛めているので聞き苦しいと思い

ますけど、お許しください。概要のところから見ても、

開院から経営に大分ご苦労なさっているので、どうもお

疲れさまです。実際のところは脳卒中を中心になさって

いたのですけど、現状としては医療というのは地域性が

ありまして、どうしても横浜市全体から脳卒中の患者さ

んを集めるわけにはいかないと思うのです。磯子中心の

展開でいくと、想定される患者数は大体決まってきます

から、一番この経営で問題になるのは、資料１－２で見

るように、患者病床利用率だと思うのです。これが脳卒

中だけを中心にやっていると、どうしても 70％を超え

ればいいほう、最近でも 60％台ということがあります

から、これが一番問題ということで、経営上は脊椎脊髄

という形で、脳卒中だけではなくてそっちまで広げてく

る、これは当然しようがないことで、経営上も間違えて

いないと思うのです。その中で、名称変更に関しては脳

血管、脳卒中を、もちろん横浜市あるいは病院としてこ

れからもしっかりとやっていくということで、それを軸

としてやりますよということがわかるような名称、それ

から脊椎脊髄の拡大の中でそういったものもやります
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よということを加えた名前、それからどうしても脳卒中

だけではなくて、周辺の神経内科の領域、特に変性疾患

は脳卒中を扱う病院では避けて通れないので、そこもし

っかりとやると。その３本が、しっかりとやりますよと

いうことで入るような名称がふさわしいのではないか

と私は思います。 
             以上です。 
○藤井部会長       ありがとうございました。確かに脳卒中はいろいろな

形がありますが、梗塞ないし出血もありますし、クモ膜

下出血もありますし、例えば動静脈奇形とか、あるいは

もっといろいろな新しいもの、そういうものを全部含め

て脳卒中と表現していますし、さらには超急性期という

ものももちろん大事ですし、慢性的あるいは予防的な治

療もきちんとコンスタントにこなしていくことで、病床

利用率を高めることもあると思います。また、脊髄も中

枢神経系ですから、先生がおっしゃるように、脊髄も、

対象の１つとして考えるのもよいかもしれませんし、変

性疾患とか、認知症に関してはまた少し変わってくるか

とは思いますが、診療の中でそういったものも当然、い

ろいろなものがまざってくると思いますし、そういった

病態に対する心づもりもぜひ必要かとは思います。 
             どうぞ。 
○林委員         質問させていただきますが、横長の資料２－２の関係

ですが、ここでいう脳血管医療センターの目標としてい

る医療機関のうち、これを読みますと、公立の場合は秋

田だけなのですか。あとはみんな公立ではない施設です

か。（１）の「主に脳卒中診療・リハビリテーションを

行っている施設」という中で、公立といいますか、市と

か県とかという意味合いからすると、秋田だけですか。

ほかはそうではないのですか。 
○加藤センター管理部長  そのとおりです。（１）の中では秋田だけです。ちな

みに（２）は国立も入っていますし、都立も入っている

ので、（２）は全部公立の病院です。（３）は全部民間の

病院です。 
○林委員         そういう感じですね。それで、診療科目が本当に多い

のですよね。そうすると、今の横浜市の脳血管医療セン

ターの目標は、もし内容を変えるとすると、診療科目の

増加というのはあり得るのですか。 
○加藤センター管理部長  ここに書いてある診療科目は、各病院のウエブといい

ますか、インターネット上で見たものですので、そうい

う意味では、ここに書いてある病院も普通の総合病院に

比べれば絞った診療科になっています。総合病院です

と、今もう 30 科とか 40 科とかと多くなっております

ので、脳血管についても、実際にはここに書いた診療科

以外にも、循環器とか消化器内科とか糖尿病とか呼吸器

とか泌尿器とか、合併症の患者の対応の診療科目として

は届け出は出しております。ただ、基本的に主な診療科

として書かせていただいたのが、ここに書いてある診療

科になってございます。 
○林委員         だからお聞きしたいのは、この名称変更が診療科目を
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増加すると、そういう市の考え方はあるのですか。 
○加藤センター管理部長  今回については、あくまでも脳卒中から神経疾患とか

脊椎脊髄疾患のほうに広げるということで、一般の総合

病院になっていくということではなく、その辺の中での

機能拡大を行っていくということで、一般的ないろいろ

な診療科が増えていくという考え方を持っているわけ

ではございません。 
○林委員         例えばこの表を見ると、いろいろな科が入っています

よね。内科から消化器内科とか外科とか耳鼻咽喉科と随

分入っているのだけれども、こういうようにいろいろと

増えていっても、脳卒中とか、今目標にしている脳血管

の関係は十分に治療が行えると、こういうことで考えて

いいのですか。 
○加藤センター管理部長  そういうふうには今のところ考えてございません。基

本的には、中村記念病院は中村記念病院の経営方針の中

での機能拡大は行われているのだと思っております。そ

の中でいうならば、脳血管医療センターの場合について

は、脳卒中から神経疾患、脊椎脊髄疾患への機能拡大を

今考えておりまして、その中での名称についてこの中で

ご審議していただければと考えてございます。 
○林委員         そうすると、当初設立のときに考えた脳卒中とか、そ

れをあくまでも堅持していくという考え方なのですか。 
○加藤センター管理部長  脳卒中については堅持していくと。さらに機能拡充と

して、脊椎脊髄、神経疾患について広げていくというこ

とです。 
○林委員         いろいろといっぱい書いてあるから。 
○吉井委員        いいですか。 
○藤井部会長       どうぞ。 
○吉井委員        この表の意味ですけど、まず病院名称というものと、

それから診療科目と、いっぱいありますけど、これは標

榜科目で、例えば外に病院の看板を出しますよね。そう

すると、病院の名前と、こういう科目を標榜しています

よという形で出せるものは、この診療科目だと思うので

す。では、実際にどういう診療をやっているか、外来の

名前とか、そういうものはまた別に、病院の中ではもう

ちょっと具体的な、この標榜科目にとらわれない形で出

せるので、あくまでもこの診療科目とは、実際どういう

お医者さんがいて、どういう科目を標榜していますよと

いうことであって、消化器内科の先生がいても、この先

生が脳卒中の患者さんにかかわったり、いろいろなこと

があるわけです。だからあくまでもこの診療科目とは外

に出せる看板に表示する科目だと思いますので、余りこ

こにこだわって名称を決める必要はないのではないか

と思います。 
○林委員         先生、申しわけないですけど、今のお話ですと、標榜

科目と実際の診療する科目と違っても、いいとは言って

いないけれども、できない場合もあるのだと、こういう

ことなのでしょうか。例えば内科という標榜科目が外の

看板に書いてあると。しかし、では内科と書いてあるか

らかかろうかといった場合には、できないというケース
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は随分あるのですか。 
○藤井部会長       それはあり得ると思います。 
○林委員         そうすると、看板に書かれてあってもできないという

ことはあるのですか。 
○藤井部会長       あると思います。というのは、例えばこういう上がっ

ている中でメーンの診療科が、例えば脳卒中内科とか、

脳神経外科とか、あるいは脊椎脊髄外科とか、そういっ

たものがあれば、あとのほかのものはそれを支えるため

の診療科ということになると考えたほうがいいと思い

ます。そうしないと、生活習慣病のように、いろいろな

ベースがあって、１つの疾患だけを治せばいいというわ

けではありませんので、そういうものを支える診療科と

考えたほうがよろしいかと思います。 
○林委員         全く素人なのでわからなかったのだけれども、外から

見た場合に、例えば神経内科とか内科とか整形外科と

か、そうあった場合には、行ったら診療してもらえるの

だと、通常はそういうふうに思ってしまうのだけれど

も、それは標榜であって、実際の中身の診療とは若干異

なるということもあるのですね。 
○藤井部会長       それこそ、例えば神経内科の医師が 10 人いたとして

も、呼吸器内科とかは１人とか、場合によっては応援の

医師で支えるようなこともあり得るだろうと思います。 
○篠原委員        違う質問でよろしいですか。 
○藤井部会長       どうぞ。 
○篠原委員        質問というより意見になります。今後のスケジュール

などを見させていただきまして、アンケートなどをとる

に当たって職員が全く考慮されていないというところ

が、私は気になりました。例えば院内にアンケートのボ

ックスを置くというのがあったのですが、働いている職

員たちはその患者さん用に設置したアンケートに勝手

に入れる程度なのかなというイメージで今考えたので

すが、本来、職員というのはこういう場合、非常に大事

なのではないかと思うのです。ＣＳ活動でも内部顧客と

言われるぐらい、職員というのはその病院に対する帰属

意識をいかに持つかということが、その病院を愛する気

持ち、愛院精神にもつながりますし、結果的にはそのこ

とが現場での仕事への意欲とか職務満足につながると

いう関係になっていくと思いますので、自分が働く病院

の名称を考えるに当たって、職員はどういう意見を持っ

ているのかというのも吸い上げていくというか、参考に

していくことは大切なことなのではないかと思うので

す。このスケジュールの中に職員へのそういったアンケ

ート調査などが全くないので、ぜひそのことを入れてい

ただければ、またそれが今後の病院の運営上の活性化に

もつながっていくのではないかと思います。よろしくお

願いします。 
○藤井部会長       これはいかがでしょうか。 
○加藤センター管理部長  この部会の中でそういうことを決めていただければ、

私どもとしては職員からアンケートをとることはでき

ますので、それも参考にしていただいて名称を考えてい
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ただくということは可能だと考えてございます。 
○藤井部会長       職員というのは、当然、脳血管医療センターの病院の

職員の方々ですね。職員は何人ぐらいいらっしゃいます

か。 
○加藤センター管理部長  400 人ぐらいおります。 
○藤井部会長       いろいろな職種の方とか考え方をお持ちの方がいら

っしゃると思うのですが、その辺どういうふうに、自由

にアンケートをとるか、あるいはある程度工夫してとる

か、いろいろなことがあると思います。 
○加藤センター管理部長  本日決めていただければ、次回までに職員用のアンケ

ート案とか患者さん用のアンケート案とか、いろいろな

アンケート案をつくってきまして、またご議論していた

だければと思います。 
○藤井部会長       では、資料４－１の「院内設置アンケートの活用」と

は別にもう一つ、職員へのアンケートというものをぜひ

考えるということでいかがでしょうか。 
○古谷委員        よろしいでしょうか。 
○藤井部会長       どうぞ。 
○古谷委員        私も篠原先生のご意見に賛成で、やはり職員の方が今

後この病院をいかに活性化して頑張っていくかと。今回

の名称の変更というのは非常に大きな意味を持つ行為

だと思いますので、ぜひその辺のところはやっていただ

いたほうがいいのではないかと思います。 
             先ほどの診療科についてのことの確認ですけど、資料

１－１に書いてあります、診療科の「神経内科・脳神経

外科・脳神経血管内治療科・脊椎脊髄外科・リハビリテ

ーション科」、このあたりまでが中心となる診療科目の

病院を今後展開していくという理解でよろしいのでし

ょうか。 
○加藤センター管理部長  はい。そのとおりです。 
○藤井部会長       篠原委員から大事なご意見をいただきました。ほかに

ございますか。よろしゅうございますか。 
             それでは、もし今すぐほかにご意見がございませんで

したら、今までの各委員の方のご意見を踏まえて、今後

変更することもあるのですが、このスケジュール案で進

めることに関してはいかがでしょうか。これは資料３を

ご覧いただいて、今、職員の方へもアンケートをという

ことで追加がございますが、ｅアンケートも含めて、こ

ういったアンケートを進めて、時間的には大丈夫そうで

しょうか。 
○加藤センター管理部長  大丈夫だと思います。 
○藤井部会長       各委員の方々、よろしゅうございますか。では、これ

で進めることにいたします。 
             それでは、市民アンケート、それから有識者への意見

聴取となっております。これにもう一つ、職員のアンケ

ートとかが出てくるかと思いますが、まず資料４－１の

市民・利用者からのアンケート実施の案についていかが

でしょうか。対象者については職員をつけ加えるという

ことですね。 
             もしよければ、今度は２のアンケートの質問項目の案
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について、この質問事項についてはいかがでしょうか。

案の質問項目の①から⑦までです。よろしゅうございま

すか。 
○古谷委員        よろしいですか。 
○藤井部会長       どうぞ。 
○古谷委員        かなり具体的な質問項目になっているかと思うので

すが、今までの横浜の市立病院ですと、横浜市立何々病

院というふうに横浜市立が頭についているかと思うの

ですけど、今後のこの名称変更についても横浜市立とい

うのはやはり頭につくと考えたほうがよろしいのです

か。 
○加藤センター管理部長  何かで決まっているということではないのですが、横

浜市の公の施設といいますか、横浜市の施設は横浜市

何々、もしくは横浜市立何々というのが必ずついている

のが現状でございます。 
○古谷委員        つけなくてはいけないけど、つくのが普通だというこ

とですか。 
○加藤センター管理部長  つけなくてはいけないという決まりはないですが、市

立病院はすべて、みなと赤十字病院もそうですし、市民

病院もそうですし、横浜市立というのがついているとい

う状況はございます。だから大きな理由があってつけな

いことはあり得るのかもしれないですが、通常はつける

という形になってございます。 
○藤井部会長       それと病院とセンターは、特に使い分けはしていない

のですね。 
○加藤センター管理部長  もともとは病院というのしかなかったのですが、脳血

管医療センターがつくときに脳血管医療センターとい

う名前を初めてつけました。その後、市立大学附属の浦

舟病院が市民総合医療センターとつけまして、今そうい

う意味では、みなと赤十字病院と市民病院と福浦の附属

病院が何々病院になって、残り２つがセンターがついて

いるということになってございますので、これについて

はどちらをつけるというようなルールはございません。 
○藤井部会長       公的な病院であれば、センターを使ってもいいと思い

ます。私立だと勝手にセンターを使うとまずいのではな

いかという。 
○加藤センター管理部長  ちなみに厚生労働省の通達の中には、センター機能を

名乗れるのは、ちゃんと公的にセンター機能を行ってい

る病院しかつけられないことになっていますので、先生

が言われたように、私立の病院がセンターを出した場合

については保健所で認められないことはあるとは思い

ます。 
○篠原委員        よろしいですか。 
○藤井部会長       どうぞ。 
○篠原委員        このアンケートの項目の⑥に関係するのですけど、

「医療」というのをつけない考え方もあるのかなと私は

思ったのです。がん医療センターとは言っていないわけ

で、だから今回何とか何とかともし並べたとしたら、余

り長くなり過ぎないようにするためには「医療」をとる

案もありかなとは思っているのです。 
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○加藤センター管理部長  「医療」をつけなければいけないというルールは全く

ございませんので。 
○篠原委員        そうすると、⑥にもう一つ、「センター」とすること

も考えられると、３つ並んでもいいのかなと思います。 
○加藤センター管理部長  それは可能だと思います。 
○林委員         済みません。 
○藤井部会長       はい。 
○林委員         素人で申しわけないのですけど、センターという意義

とはどういうことなのですか。センターは確かに中心な

のだけど。 
○加藤センター管理部長  基本的に専門病院にしても総合病院にしても、その地

域の中で名乗った医療の中心であると。例えばがんセン

ターでしたら、神奈川県立がんセンターですので、県内

ではがんの中心的施設だということで、センターをつけ

ても構いませんよという話になっています。そういう意

味では、今、脳血管医療センターというのは脳血管疾患

について市の中心的施設だということで、センターをつ

けても構いませんよという中で名称になっているとい

う状況でございます。 
○林委員         そうすると、センターを外すこともあり得るのです

ね。 
○加藤センター管理部長  あくまでも名称上の話で、何々病院と名乗ってはいけ

ないということはありません。例えば市民医療、救急医

療の中心を担っている、三ツ沢にあります私どもの市民

病院の場合は、市民病院ということでセンターという名

称は使っていないと。でも実際には感染症とか防災とか

ということではセンター機能を担っている病院ですと

いうこともございます。 
○藤井部会長       どうぞ。 
○吉井委員        資料２－２の真ん中のところで「独立行政法人国立精

神・神経医療研究センター病院」とあるのですけど、「セ

ンター病院」というのは可能なのですか。 
○加藤センター管理部長  可能だと思います。 
○吉井委員        具体的にはセンター病院の中に、今までどおりの脳血

管センターがある、それから脊椎脊髄センターがある、

それから神経内科センターがあるみたいな形の運用に

なるので、大きい枠の中では、ぽんと「センター」とい

うよりは「センター病院」のほうがいいのかなという気

もしたので、可能であればそこら辺も。 
○加藤センター管理部長  それも選択肢の中で可能だと思っております。 

○藤井部会長       これは英語名も考えるのですよね。 
○加藤センター管理部長  英語名については、今脳血管医療センターはストロー

ク・アンド・ブレイン・メディカルセンターと名乗って

います。英語名については正式名称ではないので、スト

ロークという脳卒中という言葉を使ってもいいのだと

思っています。ここの場では英語名までは考えていただ

かなくても結構だと思っているのですが、ただ、うちの

ほうのドクターとしては、英語にしても格好いいという

か、海外的にアピールできるような名前にしたいという

希望は持っているということは聞いてございます。 
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○藤井部会長       いや、当然、英語は考えるべきです。そうしないと対

外的に。 
○加藤センター管理部長  論文を書くときにアピールできるような英語名にし

たいということを言っていらっしゃいます。 
○藤井部会長       そういうとき、メディカルセンター・ホスピタルとか

というと、ホスピタルが余計なのです。 
○吉井委員        そうですね。 
○林委員         済みません、もう一つ。センターと病院とかという名

前を両方つけるという意味ではなくて、治療に行こうか

なという、市民なりがどっちのほうが行きやすいとかと

いうことはあるのですか。センターだと患者さんが増え

て、病院だと患者さんが少ないとか、そういうことはあ

るのですか。 
○加藤センター管理部長  その辺もわからないということもありましたので、今

回ヨコハマｅアンケートで市民の皆様に、どちらがいい

ですかというのを聞いてみようかという、アンケート項

目をたたき台として入れてあるということです。 
○藤井部会長       それと関係するかもしれませんけど、長い名前になっ

たら、愛称みたいなものがもう一つあったほうがいいの

かなとは思います。 
○加藤センター管理部長  うちの院長も、長い名前だと学会のときに手を挙げて

名乗るのが大変だと言っていましたので、略称的なもの

を何かつくることは必要だと思います。 
○藤井部会長       患者さんの立場としてももっと、今日はどこどこに行

きますとか、そういう時も略称はいいかもしれません

ね。 
○林委員         そうですね。私なんかも根岸駅からタクシーに乗ると

きに、センターまで言わなくても、脳血管と言うとわか

ってくれるのです。最近はそういう状態になってきてい

るのです。 
○藤井部会長       いろいろなことを考えながら名称を考えていただく

ということになります。 
             ほかにご意見はございませんか。もしよろしければ、

今までの意見を踏まえてアンケート案をもう一度つく

っていただいて、次回にご確認いただくということで進

めたいと思いますが、よろしゅうございますか。ありが

とうございました。 
             それでは、次に有識者への意見聴取について、資料４

－１の裏側です。意見聴取の内容、それから有識者候補

について、もしご意見があればお願いしたいと思いま

す。特に内容と有識者候補、（３）と（４）に書いてあ

りますが、この辺のところで少しご意見をいただければ

と思います。 
○林委員         済みません。有識者ということの中で、全部医療関係

者という。例えばみんな医師とか、これはそういうこと

を意味しているのですか。 
○加藤センター管理部長  この案では、聞く内容が医療関係のことということ

で、専門分野からの意見をいただきたいと思っています

ので、基本的には医師から聞いていくのかなということ

でこの原案はつくられてございます。 
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○林委員         名称のことではなくて、診療内容というかそういう方

面で、名称変更のために聞くのではないということです

か。 
○加藤センター管理部長  いえ、基本は名称変更のことを聞くのですが、その前

に大前提として脳血管医療センターが今行っている神

経疾患や脊椎脊髄疾患への医療機能拡大の方向性につ

いてきちんと評価した上で、名称変更についてのご意見

もいただき、さらには今後の脳血管医療センターの方向

性についてもご意見をいただければというふうに考え

てございます。 
○林委員         余計なことで済みません。そうすると、場合によって

は名称変更しなくてもいいよなんていうことも考えら

れるということですね。これは別に結論づけているわけ

ではないので。 
○加藤センター管理部長  当然そういう形でお答えする有識者の方も出てくる

かもしれませんが、私どもとしてはいろいろな意見をい

ただいた上で、それをここの場で皆様方にご議論してい

ただきたいと考えてございます。 
○藤井部会長       よろしいですか。ほかの委員の方々、どなたかご意見

はございますでしょうか。どうぞ。 
○篠原委員        このインタビューの内容は、黒丸の１番と３番は経営

的な今後の脳血管医療センターの取り組みとか、そして

経営的にも安定していくことを目標にして、それについ

てのご意見を聞くということになるのだろうと思いま

すので、そうしますと、この有識者の中には病院経営管

理的な立場でご意見をくださる方も入れたほうがよろ

しいのではないかと思いました。これからつける名称

は、この病院を利用してくださる方が名前１つで少し変

わる可能性もあるわけですから、そういった意味では、

名称を変えることによる病院経営管理といった視点か

らどんな名前がいいのかと、そういったご意見も伺えた

らいいのではないかと感じます。 
○藤井部会長       ありがとうございます。こういったメンバーも、経営

も大事なことは大事ですね。ただ、経営と名称を結びつ

けるのは難しいかもしれませんね。でも病院経営管理、

この辺の方も少し候補として挙げていただくといいと

思います。 
             ほかはよろしゅうございますか。どんな意見が出てく

るか、ちょっと気になります。それでは、もしよろしけ

れば、今いただいた意見をもとに、次回に具体的な人選

を進めたいと思いますので、委員の皆様方もそれまでに

もしこういった方がいいということであれば、ぜひご推

薦をお願いしたいと思います。よろしゅうございます

か。 
             それでは、この議事（１）の病院名称については、次

回に本日のご意見を踏まえて、アンケート案と意見聴取

を行う有識者候補の案をお示しして取りまとめていき

たいと思います。この案につきましては、私のほうにお

任せいただけますでしょうか。ありがとうございます。

それでは、次回に案をお示しさせていただきます。委員
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の皆様方ももし次回までによい案がございましたら、ぜ

ひ私のほうにご相談いただければと思います。 
 
（２）その他 
 
○藤井部会長       それでは、議事（２）「その他」とございます。事務

連絡として何か事務局からございますでしょうか。 
○原田課長        その他としてお諮りする事項は特にございません。事

務連絡を１点よろしいでしょうか。 
○藤井部会長       はい。 
○原田課長        毎回のことでございますが、議事録の公開に関してで

ございます。冒頭ご案内させていただきましたとおり、

本日の議事内容につきましては、後日議事録としてまと

めさせていただいた上で、内容のご確認をお願いしたい

と思ってございます。その上で１カ月後をめどに公表さ

せていただくことになりますので、よろしくお願い申し

上げます。 
             以上でございます。 
○藤井部会長       ただいま事務局から議事録の公開について説明があ

りましたが、委員の皆様方のご協力をお願いいたしま

す。よろしゅうございますか。 
 
閉 会 
 
○藤井部会長       ほかにないようでしたら、これで予定していた議題は

終わりましたので、これをもちまして、第１回横浜市立

病院の脳血管医療センター名称部会を閉会いたします。

ご協力ありがとうございました。 
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資  料 

・ 
特記事項 

 
Ⅰ 会議資料 

○横浜市立脳血管医療センターの概要について 

○主な経営指標・開院時からの推移 

 

○脳血管医療センター名称の考え方 

○（参考）脳血管医療センター類似施設 

○名称案候補について 

 

○今後のスケジュール（案） 

 

○市民・利用者からの意見聴取 

○平成 25年度 eアンケート実施結果 
 

Ⅱ 特記事項 

・ １か月以内に会議録は公開し、資料とあわせ閲覧に供し、ホームページに掲載

します。 

 


